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「相談支援専門員のワーク・エンゲイジメントとその内的要因に関する研究」についての説明とご協力のお願い

[bookmark: _Hlk129632142]拝啓　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。この度「相談支援専門員のワーク・エンゲイジメントとその内的要因に関する研究」というテーマで修士論文作成に向けて研究に取り組んでおります。本研究では相談支援専門員のワーク・エンゲイジメント（仕事にエネルギーを注ぎ、仕事から活力を得て楽しんで働く傾向）の状態を2種類の尺度を用いて調査し、またワーク・エンゲイジメントの状態に近づくために必要な内的要因について、「やり抜く力」「耐える力」「根性」などと邦訳されるGritを測定するGrit尺度を用いて調査し、考察します。それにより、これから相談支援専門員として働く方々や、現在相談支援専門員として活躍していらっしゃる方々が、よりポジティブな心理状態でお仕事に携わられることに少しでも寄与できればと考えております。
そこで、ご多忙のところ誠に恐縮ですが、もしも研究にご協力いただけるようでしたら、本文最後に掲載されたQRコードをパソコン、スマートフォンで読み取って、6月30日までにアンケートにご回答下さい。
研究についてのご説明
１．本研究の名称は「相談支援専門員のワーク・エンゲイジメントとその内的要因に関する研究」です。研究の実施について研究機関の長の許可を受けています。
２．本研究の研究機関と研究責任者は次に示す通りです。
研究機関：放送大学
研究責任者（所属・職名）：早見　加代子（放送大学大学院臨床心理学プログラム・修士課程）
研究分担者（所属・職名）：日下　紀子（ノートルダム清心女子大学人間生活学部・准教授）
３．研究の目的と意義
県内に在職する相談支援専門員のワーク・エンゲイジメントの状態を調査し、またその状態に近づくために必要な内的要因についても調査・考察することにより、これから相談支援専門員として働く人や現在相談支援専門員として働いている人がよりポジティブな心理状態で仕事ができることに寄与することを目的としています。
4． 研究の方法および期間
県内の相談支援事業所に在籍する相談支援専門員に調査への協力をお願いし、参加者を募ります。調査の方法はGoogle　Formsを利用したオンライン調査とし、事業所の管理者及び在籍する相談支援専門員宛てに郵送またはメール等にてアンケート調査・インタビューの依頼文とアンケート調査のQRコードを印刷したものを送付します。
アンケートの回答にはおおむね10分程度を要します。回答の期限としては6月末とさせていただいております。
このアンケートはGoogle　Formsを利用して無記名で実施するため、回答送信後に回答内容の修正や参加の取り消しの申し入れがあっても対応できませんのでご了承下さい。また、インターネット環境並びに端末機器においてトラブルが生じ、通信が途絶える、機器の使用が不能になるなどの場合は、時間をおいてから改めて機器を立ち上げ直し、指定のサイトにアクセスしていただきますようお願い致します。
アンケート内の自由記述の内容について、インタビュー調査にご協力いただけるとご回答下さった方の中から４、５名に対面またはZoomにてインタビューさせていただきます。インタビューについては個別に連絡をさせていただき、8月から9月にかけて、対面またはZoomにて行う予定です。インタビュー前には、ご本人であることを確認するため身分証明書の提示をお願い致します（プライバシーに関わる部分については隠した上でご提示下さい）。Zoomでインタビューを行う場合には、事前に研究対象者にメールでインタビューガイドと同意文書を送付致しますので、内容をお読みいただき、ご理解いただいた上で同意文書に署名し、スキャン・撮影したファイルをメールに添付して研究者に返信いただきますようお願いします。なお、対面・Zoomのどちらでインタビューする場合にも、音声の録音はICレコーダーにて行い、Zoomの録画機能あるいは音声録音機能は使用しません。ICレコーダーで録音を開始・終了する際には、研究対象者にそのことがわかるよう口頭でお知らせします。
この研究の期間は、放送大学研究倫理委員会の承認日から2028年3月末です。

５.研究の対象者について
　県内の相談支援事業所に在職する相談支援専門委員を研究対象者としております。


６．研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益
調査協力により、時間的負担と心理的負担をおかけする可能性があります。アンケート回答中あるいはインタビュー途中で気分が悪くなるなど心理的変化を感じた場合、研究者に連絡を頂ければ、心理的変化の内容を詳しくお伺いして、不調に対する対応として医療機関の情報を提供することが適当であると双方で合意した場合には、必要に応じて医療機関の情報を提供いたします。
[bookmark: _Hlk134705284]調査協力による利益としましては、今回の研究の結果の概要を、相談支援専門員が集まる場（市の自立支援協議会や相談支援専門員協会等）でご報告することにより、相談支援事業所に在籍する相談支援専門員のワーク・エンゲイジメントを高めることに寄与できると考えております。

７．研究の同意と同意の撤回について
本研究への参加の同意については、Google　Formsへの回答及びインタビューの同意書への署名をもって確認されたものとします。なお、データの分析がまだ終了していない間に限り、研究協力同意の撤回は可能です。
８．研究協力に同意しないこと・同意を撤回することによる不利益がないこと
この研究への協力は自由であり、本研究に同意しない場合、あるいは同意を撤回した場合でも不利益を被ることはありません。
９．研究に関する情報公開の方法
本研究は放送大学大学院修士論文として提出する予定です。研究の概要については、研究終了後に、相談支援専門員が集まる場（市の自立支援協議会や相談支援専門員協会等）にて報告させていただきます。また、本研究の成果が臨床心理学関連の学会や学会誌等で公表された場合についても、同様の場で報告させていただきます。

１０．研究に関する資料の閲覧・入手の方法
研究対象者の求めに応じて、他の研究対象者の個人情報等の保護や、本研究の独創性に支障がない範囲で、研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧することができます。希望する場合は下記の問い合わせ先にご連絡ください。
１１．個人情報等の取扱いについて
本研究にかかわるすべての研究者は世界医師会の「ヘルシンキ宣言」ならびに文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」を遵守して実施します。研究実施にかかわる情報を取り扱う際は、研究独自の番号を付して管理し、研究対象者のプライバシーにかかわる情報保護に十分配慮いたします。研究の結果を公表する際は、氏名、生年月日などの直ちに研究対象者を特定できる情報を含みません。また、研究の目的以外に研究で得られた研究対象者の情報は使用しません。インタビューデータを整理する際、対象者は事例１、事例２とし、またデータ内の固有名詞はアルファベットに変換して仮名加工情報を作成します。語りの内容については、分析・解釈に影響を与えない範囲で必要時に変更を加えます。お名前は研究同意の撤回のお申し出の場合に限って使用し、それ以外の目的では使用しません。
１２．試料・情報の保管及び廃棄の方法
本研究で収集した情報ならびに研究ノートなどの研究に用いられる情報は、研究の
中止または研究終了後５年が経過した日までの間鍵付き保管庫で保管し、研究者が責任を持って鍵を管理します。保管している情報を他の研究に用いる場合は、委員会にて承認を得ます。保管期間終了後は、個人情報の流出がないように十分配慮し、電子データは、コンピューター上から完全に除去し、紙媒体のデータはシュレッダー等にて完全に廃棄します。ICレコーダーで録音したインタビューの内容については、逐語録にした後、すぐに削除します。また、インタビューのご協力をいただくに当たり取得したメールアドレスや携帯電話等の番号については、インタビュー終了後に速やかに削除致します。
１３．研究の資金源および利益相反について
本研究にかかわる外部資金はありません。また、企業や営利団体との間に利益相反に該当する事項はありません。
１４．研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応
本研究に関してご質問や相談がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具＜本研究に関するお問い合わせ先＞
放送大学大学院臨床心理学プログラム	修士課程	早見　加代子電話：080-5612-5597
　　　　　　電子メール：2118001788@ouj.ac.jp



















ご多忙のところ大変恐れ入りますが、下記のURLかQRコードを読み取ってアンケートにご参加いただきますよう宜しくお願い致します。

https://docs.google.com/forms/d/1B4l66tAHjfkzXqkm8akPwSKl-Gk1r1euqiJPQZK5uRE/edit
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